
令和 6年度 第３回学校運営協議会記録 

 

１．日 時  令和７年 2月２７日（木） １５時００分～１６時３０分 

 

２．場 所  本校会議室 

 

３．出 席 者  学校協議会委員（出席６名） 

・牧野 浩二 ・寺山 薫  ・細越 浩嗣 

・戸堂 耕造 ・中谷 正彦 ・山口 裕通 

 

４．議 題  ①審議事項 

（１）令和６年度学校評価について 

（２）令和７年度学校経営計画について 

 

②報告・協議 

（１）生徒在籍状況と令和７年度行事予定について（教務部） 

（２）進路状況について（進路指導部） 

（３）生徒状況について（生徒指導部） 

（４）学校行事・部活動・生徒会活動について（図書生徒会） 

（５）PTA活動について（保健総務部） 

（６）広報活動について（広報委員会） 

（７）地域との連携活動について（地域連携推進委員会） 

（８）後期授業アンケートに結果について（教頭） 

（９）学校教育自己診断結果について（教頭） 

（10）その他 

 

５．議決事項 上記の①審議事項（１）～（２）については、全委員の賛成により承認された。 

 

６．協 議 概 要  以下、協議において出席委員から出された主な意見等です。 

＜令和７年度学校経営計画について＞ 

〇令和７年度の学校経営計画が令和６年度の学校経営計画と同じで良いのか。 

→内容は同じであるが、具体策を明記している。 

〇めざす学校像に進学支援の内容を書いても良いのではないか。 

<授業見学について> 

〇１人あたりどれぐらい授業見学にいっているのか。 

 →平均では 2,3回。しかし個人差がある。 



〇授業見学を増やす対策はしているのか。 

 →見学週間を設けている。 

〇グループ制度やペアリング制度を導入してみてはどうか。 

＜観点別評価について＞ 

    〇評価の仕方と指導の仕方はどのようなものなのか。 

     →観点別指導評価の評価方法は、教科ごとに話し合って決定し、生徒に公表しています。 

三観点をそれぞれ 100点満点で評価して、単純平均したものを評点として算出しています。 

〇生徒自ら勉強したいと思えるようにはどうすれば良いのか。 

 →まずは「目標を決める」ことです。アンケートによると志望校の決定後に学習時間が長くな

ることが分かっています。そこで本校では早期に進路をどうするかを考える行事を企画して

います。 

＜進路指導部について＞ 

〇面接対策の効果はどのようなものか。 

  →本校では進学せよ就職にせよ、準備を必要とする生徒が多くいます。入室の方法から退室ま

で丁寧に指導するので、効果は大きいと考えています。 

<生徒指導について> 

〇自転車事故の件数は何件か。 

  →正確にはわからないが 2,3件報告を聞いている。 

  →後から発覚するケースもあるので正確には把握しづらいのが現状である。 

〇ヘルメットの着用状況はどうであるか。 

→現状は努力義務。置き場の整備や盗難のリスクを消せていない。 

→集会で周知しているが、全校生徒で 10人程度しか着用していない。府教育庁からのプレゼ

ント希望者は 1,2年で 1人だった。 

  →教員も現状はあまり着用していない。 

 〇時代に合わせて変わっていかなければならないのではないか。 

 〇遅刻の原因と不登校はなにか関連はないのか。 

  →今年度に欠席日数 30 日以上で原因が不登校と考えられる生徒 8 名のうち、年間遅刻回数

10回以上だった生徒は 2名でその割合は 25％となります。生徒全員の中で年間遅刻回数

10回以上だった生徒の割合が 2.7％なので、統計的には有意な相関関係がみられます。た

だし、年間遅刻回数 10日以上の生徒は合計 27名おり、そのうち 25名が不登校ではなく、

起立性調節障がいなどの疾患が主たる原因の生徒や、不規則な生活習慣や授業に取り組む

意欲が低いことが主な原因である生徒の割合も高いと考えられます。 

<頭髪・服装について> 

 〇時代が変わっているので、生徒の意見を取り入れてみてはどうか。 

<朝読について> 

 〇肯定率が低いが、遅刻者に邪魔をされていないのか。 

  →遅刻者による邪魔は無いと思う。しかし、朝読に向かう雰囲気はクラスによって差がある。 

   実際、集中していない生徒もいる。 



  →今後は、教員で朝読の意義を統一していく。 

＜図書館について＞ 

 〇貸出冊数が減っている。ビブリオバトルをやってみてはどうか。 

 〇読んだだけで終わらないために、手作り POP の例もある。(東百舌鳥高校と登美丘高校で実

施) 

<アンケート結果について> 

〇「学校生活は楽しいか」の質問と「高石高校に入学して良かったか」の質問に対して、後者の

ほうが否定的な回答が多いのはなぜか。 

 →「高石高校に入学して良かった」という割合は年々上がっている。学年別にみると 3 年生

で約６％も上がっている。 

<定員割れについて> 

〇人口が減っているので長期的な視野で考えていかなければならない。 

<詐欺・闇バイトについて> 

    〇情報共有できる場はあるのか。 

     →来年度以降は薬物乱用防止と抱き合わせで警察の方に指導してもらうことを検討中。 

<報告事項について> 

〇今後の課題を書いてほしい。 

〇学校経営計画とのリンクができていない。 


